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令和７年普及指導員資格試験 
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（注意事項） 

・試験開始の指示があるまで、この試験問題を開かないこと。 

・解答時間は、２時間 30 分である。 

・答案の作成に当たっては、Ｂ以上の濃さの鉛筆又はシャープペンシルを用

いて、明瞭に記載すること。 

・答案用紙は無記名とし、全ての用紙に受験番号を記載すること。 

・答案用紙は、設問（左上に記載）ごとに、番号（右上に記載）の順に使用

すること。 

・設問１の（１）については、四つの用語の中から二つ選択して、答案用紙

に解答すること。選択した問題番号を「選択番号」欄に記入すること。 

・試験終了後は、白紙のものも含め、全ての答案用紙を回収する。 

 （ただし、解答を記載した答案用紙のみまとめてクリップで留める） 

・試験問題にも受験番号を記載すること。 

 



 

 

令和７年 普及指導員資格試験 審査課題ウ 

 

 

設問１ 普及知識問題 

（１）次の用語の中から二つ選択して、普及指導活動の観点から説明しなさい。 

（各用語の説明は、おおむね200字、全体で400字程度とする。） 

 

① レディネス 

② 地域計画（地域農業経営基盤強化促進計画） 

③ GAP（農業生産工程管理） 

④ ファシリテーション 

 

（２）普及指導活動を行う上で実態把握は活動の起点となる。普及指導計画の策定に当た

り普及課題の設定に向けた実態把握の重要性と、現場における対象の実態把握にどの

ように取り組むべきかについて、あなたの考えを述べなさい。 

(解答は、おおむね400字とする。） 

 

設問２ 現場課題解決力問題 

我が国の農業は、農業者の急速な減少や高齢化、気候変動の影響の顕在化等の状況に直

面しており、農業の生産性向上と持続可能性の両立、農村地域社会の維持が求められてい

る。こうした状況の中で、スマート農業技術や農業支援サービスの活用、みどりの食料シ

ステム戦略の推進など主要な政策の方向性を踏まえ、あなたの地域（普及指導地域、都道

府県域または域内の特定地域）において、農業現場で直面している問題点を挙げ、その現

状を簡潔に述べるとともに、将来のあるべき姿を描き、普及事業として取り組むべき課題

を設定し、その解決のためにどのような普及指導活動を展開していくかについて述べなさ

い。（解答は、おおむね1,200字以上1,600字以内とする。） 




